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 大阪市医学会第 522回例会を下記のとおり開催致しますの 
	
 で、お繰り合せの上御来聴下さるようご案内申し上げます。 
 
 
  

記 
 
 
	
 	
 	
 日	
 	
 時： 令和 2年 11月 19日（木）午後 1時 30分〜（予定） 
  	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
   
 
	
 	
 	
 場	
 	
 所： 大阪市立大学医学部学舎 4Ｆ・大講義室 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 
	
 	
 	
 当番教室： 大阪市立大学大学院医学研究科 
  	
 循環器内科学 
  	
   
	
 	
    
 
 
	
 【普通演題：注意事項】 
 
	
 	
  	
 ○普通講演の発表は 1題 15分以内 
	
 	
  	
 	
 （13分以内が発表で 2分が質疑応答の時間とします） 
	
 	
  	
 	
 （講演時間終了 1分前	
 ベル 1回、終了時 13分	
 ベル 2回鳴ります） 
 	
 ○コンピュータは各自で用意して下さい。（スライドは不可）  

	
 ○討論は 2分以内、発言者は所属と姓名を告げ、座長の許可を得て下さい。 
 	
 ○次演者は所定の席に着席して下さい。 
 
 
	
 【学位論文審査会：注意事項】 
 
 	
 ○審査時間は１人 25分です。 
 	
 	
 （10分以内が発表で、約 15分が質疑応答の時間とします）   
 	
 	
 （発表時間開始 8分後および 10分後にベルが鳴ります）	
    

	
 ○コンピュータは各自で用意して下さい。   
 	
 ○審査開始時刻の 20分前には発表会場の受付にお越し下さい。  
 	
 ○次演者は所定の席に着席して下さい。   
	
  
 



 
第 522回	
 大阪市医学会例会プログラム 

 
○普	
 通	
 演	
 題 
1. Cell Type, Sub-region, and Layer-specific Speed Representation in the Hippocampal-Entorhinal 
  Circuit 
 海馬-嗅内皮質における細胞種・領域特異的な速度表現 

 岩瀬	
 元貞
いわせ 	
 もとさだ

・北西	
 卓磨・ 
  水関	
 健司  （大学院医学研究科・神経生理学） 
   
2. Comparison of Immunogenicity between Candidate Influenza A(H3N2) Virus Vaccine Strains in 
  Japan: A Randomized Controlled Trial Using a Monovalent Vaccine of A/Saitama/103/2014 
 (CEXP-002) and A/Hong Kong/4801/2014 (X-263) 
 日本における A(H3N2) 型インフルエンザワクチン候補株の免疫原性の比較: A/埼玉/103/2014 (CEXP- 
 002) 株および A/香港/4801/2014 (X-263) 株を含む単価ワクチンを用いた無作為化比較試験 

  加瀬	
 哲男
か せ 	
 て つ お

  （大学院医学研究科・公衆衛生学） 
  井上	
 	
 恵  （医療法人相生会・PSクリニック） 
  森川佐依子  （大阪健康安全基盤研究所・微生物部ウイルス課） 
  神代	
 弘子  （医療法人相生会・PSクリニック） 
  廣井	
 	
 聡・中田恵子  （大阪健康安全基盤研究所・微生物部ウイルス課） 
  伊藤	
 一弥  （保健医療経営大学・保健医療経営学部） 
  石橋	
 元規・都留	
 智巳  （医療法人相生会・PSクリニック） 
  入江	
 	
 伸  （医療法人相生会） 
  前田	
 章子・大藤さとこ・   
  福島	
 若葉  （大学院医学研究科・公衆衛生学） 
  廣田	
 良夫  （保健医療経営大学） 
 
3. Early Change in the Plasma Levels of Circulating Soluble Immune Checkpoint Proteins in Patients 
  with Unresectable Hepatocellular Carcinoma Treated by Lenvatinib or Transcatheter Arterial 
  Chemoembolization 
 レンバチニブまたは肝動脈化学塞栓術による治療を受けた切除不能肝細胞癌患者における血漿中可溶 
 性免疫チェックポイント蛋白濃度の早期変化 

  小田桐直志
おだぎり 	
 な お し

・Hoang Hai・ 
  Le Thi Thanh Thuy・Minh Phuong Dong・  
  周防	
 舞仁・小谷	
 晃平・  
  萩原	
 淳司・打田佐和子・  
  田守	
 昭博・榎本	
 大・ 
  河田	
 則文  （大学院医学研究科・肝胆膵病態内科学） 
 
4. Association of Sarcopenia with Phase Angle and Body Mass Index in Kidney Transplant Recipients 
 腎移植患者におけるサルコペニアと栄養状態の関連の検討 

  香束	
 昌宏
こうそく	
 あきひろ

・内田	
 潤次・ 
  西出	
 峻治・壁井	
 和也・ 
  島田	
 久生・岩井	
 友明  （大学院医学研究科・泌尿器病態学） 
  前田	
 景子  （大阪市立大学医学部附属病院・看護部） 
  花山	
 佳子  （大阪市立大学医学部附属病院・栄養部） 
  石原	
 拓磨  （岐阜大学医学部附属病院・ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
      先端医療 臨床研究推進センター） 
  長沼	
 俊秀・武本	
 佳昭・  
  仲谷	
 達也  （大学院医学研究科・泌尿器病態学） 
 



 
学位論文審査会（大講義室）  

 
1.  14時 30分～ 
  Identification of Factors Predicting the Onset of Gallbladder Cancer Complicated with 
  Pancreaticobiliary Maljunction 
 膵・胆管合流異常に合併する胆嚢発癌予測因子の検討 
 

 	
 	
  堀池
ほりいけ

	
 正樹
まさ き

	
 	
 	
 	
    （大学院医学研究科・心臓血管外科学） 
    【主査：柴田 利彦	
 副査：大平 雅一・大澤 政彦】 
 
2.  14時 55分～ 
  Validation of Previous Prognostic Models for Thrombosis and Exploration of Modified Models in 
  Patients with Essential Thrombocythemia 
 本態性血小板血症患者における既報告の血栓症予後モデルの検証と修正モデルの探索 
 

 	
 	
 	
  橋本
はしもと

	
 由
よし

徳
のり

	
 	
 	
 	
    （大学院医学研究科・血液腫瘍制御学） 
     【主査：日野 雅之	
 副査：柴田 利彦・繪本 正憲】 
 
3.  15時 20分～ 
  Pretransplant Serum Beta-2 Microglobulin Level is a Potential Novel Prognostic Marker of Overall  
 Survival after Allogeneic Hematopoietic Cell Transplantation – A Retrospective Observational Study 
 同種造血幹細胞移植前の血清 β2ミクログロブリン値は移植後全生存を予測する優れたマーカーであ 
 る（後方視的観察研究） 
 

 	
 	
 	
  原田
はらだ

	
 尚
なお

憲
のり

	
 	
 	
 	
     （大学院医学研究科・血液腫瘍制御学*） 
     【主査：日野 雅之	
 副査：内田 潤次・大澤 政彦】 
 
4.  15時 45分～ 
  Oxidative Stress and Inflammation as Predictors of Mortality and Cardiovascular Events in 
  Hemodialysis Patients: The DREAM Cohort 
 血液透析患者における総死亡と心血管イベントの予測因子としての酸化ストレスと炎症: DREAMコ 
 ホート 
 

 	
 	
 	
  佐々木
さ さ き

	
 けやき	
 	
 	
 	
     （大学院医学研究科・代謝内分泌病態内科学*） 
     【主査：繪本 正憲	
 副査：日野 雅之・内田 潤次】 
 
5.  16時 10分～ 
  Habitual Alcohol Intake Modifies Relationship of Uric Acid to Incident Chronic Kidney Disease 
 尿酸値と飲酒量の慢性腎臓病発症に対する関係 
 

 	
 	
 	
  岡田
おかだ

	
 優基
ゆう き

	
 	
 	
 	
     （大学院医学研究科・産業医学*） 
                                        【主査：林	
  朝茂	
 副査：繪本 正憲・内田 潤次】 
 
6.  16時 35分～ 
  Inter-arm Blood Pressure Difference in Diabetes Mellitus and its Preferential Association with 
  Peripheral Artery Disease 
 上腕血圧の左右差に対する糖尿病の関与と心血管疾患との関連 
 

 	
 	
 	
  宮島
みやしま

	
 雅子
まさ こ

	
 	
 	
 	
     （大学院医学研究科・代謝内分泌病態内科学*） 
        【主査：繪本 正憲	
 副査：葭山	
  稔・林	
  朝茂】 
 
 



 
7.  17時 00分～ 
  Plasma Omentin Levels are Inversely Associated with Atherosclerosis in Type 2 Diabetes Patients  
 with Increased Plasma Adiponectin Levels: A Cross-Sectional Study 
 血漿アディポネクチン高値の 2 型糖尿病においてオメンチンは動脈硬化に負に関連する:	
 横断研究 
 

 	
 	
 	
  西村
にしむら

	
 雅美
まさ み

	
 	
 	
 	
      （大学院医学研究科・代謝内分泌病態内科学*） 
        【主査：繪本 正憲	
 副査：葭山 	
 稔・林 	
 朝茂】 
 
 
 
 
 
 
 

学位論文審査会（中講義室 1） 
 
1.  14時 30分～	
  
  Yohimbine Ameliorates Lipopolysaccharide-induced Acute Kidney Injury in Rats 
 ヨヒンビンはリポポリサッカライド誘発性急性腎障害を改善する 
 

 	
 	
  下川
しもかわ

	
 隆
たか

臣
おみ

    （大学院医学研究科・分子病態薬理学） 
                                   【主査：冨田 修平	
 副査：大谷 直子・吉川 貴仁】 
 
2.  14時 55分～	
  
  Intra-articular Injection of Stromal Cell-derived Factor 1αPromotes Meniscal Healing via 
  Macrophage and Mesenchymal Stem Cell Accumulation in a Rat Meniscal Defect Model 
 ラットの半月切除モデルにおいて SDF-1の関節内投与はマクロファージと間葉系幹細胞を集積させ 
 て半月修復を促進する 
 

 	
 	
  西田
にしだ

	
 洋平
ようへい

  （大学院医学研究科・整形外科学*） 
                                   【主査：中村 博亮	
 副査：池田 一雄・吉川 貴仁】 
 
3.  15時 20分～	
  
  Hypoxia-induced Downregulation of Sema3a and CXCL12/CXCR4 regulate the Formation of the 
  Coronary Artery Stem at the Proper Site 
 冠状動脈主幹部の形成は低酸素による Sema3aの下方制御と CXCL12/CXCR4によって制御される 
 

 	
 	
  馴
なれ

松
まつ

	
 麻
ま

悠
ゆ

    （大学院医学研究科・器官構築形態学*） 
                                   【主査：中島 裕司	
 副査：池田 一雄・葭山 	
 稔】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


